
はじめに
新潟平野の海岸部には，新潟砂丘とよばれる砂

丘群が発達し，その列は内陸部にまでみられる（新

潟古砂丘グループ，１９７４）．とりわけ現在の海岸付

近に位置する新砂丘は，砂丘群の中でも規模が大

きい．新潟市の市街地を除けば，クロマツ林を主

体とする防風林とタバコや大根などを栽培する畑

が広がっており，砂丘の海側は連続的な砂浜となっ

ている．しかし，近年では海岸部における道路建

設や港湾整備などの影響により，自然度の高い砂

浜はいちじるしく減少しているのも事実である．

筆者の一人，林は新潟大学在学中に新潟市五十

嵐二の町の五十嵐浜で海浜性甲虫類の採集を行っ

ていた．１９９１年頃は，五十嵐浜付近には道路はな

く，きわめて自然度の高い砂浜が存在した．しか

し，現在では，五十嵐二の町付近にまで海岸沿い

の道路が西方へ延長されつつある．今後，この付

近において，海岸線と砂丘は道路によって分断さ

れ，自然度の高い海岸は消滅すると思われる．そ

こで，共著者の河上の協力を得て，林が採集した
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Abstract Ikarashi-hama is a sand beach of Niigata Sand Dune in Niigata City, Ni-

igata Prefecture, Japan. Abundant beetles including５９species in１２ families were

collected from the beach. Among them,１８species are categorized as marine spe-

cies of which ratio is３０．５percent. In total,５６４individuals of beetles were obtained

and the ratio of marine species（８５．３percent）is higher than that of eurytopic spe-

cies. The high ratio of marine species suggests that Ikarashi-hama is a good con-

dition as habitat of the beetles. Three species,Hypocaccus lewisii, Aleochara squalitho-

rax , and Scepticus tigrinus , are characteristic of the beach because they are mainly

distributed along the coastline of Japan Sea.
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海岸性昆虫相の目録を作成することとした．また，

林が新潟県内の他の海浜で採集した甲虫類につい

ても合わせて検討を行った．

新潟県の海岸性甲虫の研究例は，海岸以外の環

境を含めたリストが大半で，佐渡島のハネカクシ

科（渡 辺・馬 場，１９８１），エ ン マ ム シ 科（久

松，１９８４；久松・楠井，１９８４），コメツキムシ科

（馬場・岸井，１９８１，１９８４，１９８６），ゴミムシダマ

シ科（中條・馬場，１９７９；楠井，１９８８），ゾウムシ

上科（森本，１９７９）の記録があるが，新潟市五十

嵐浜での調査はこれまで行われていない．なお，

近年では，五十嵐浜の海浜性双翅目の記録が報告

されている（佐藤，２００６）．

調査地と調査方法
調査は，林が五十嵐浜を中心として，新潟県内

の４カ所（St．１～St．４）で行った．調査地点を図１

に示す．

St．１は新潟市五十嵐二の町の五十嵐浜である．

調査地点の範囲を図２に，環境写真を図３に示す．

甲虫は，基本的に砂浜の海浜植物が生えている場

所から波打ち際までの間で採集をした．主として

地表と漂着物周辺（海藻，板切れ，大根等）から

目視で探した．とりわけ春には多くの大根が漂着

し，その裏側から採集を行った．採集は定量サン

プリングではなく，任意採集であるが，４０６０分

間の時間をかけて探し，みつけた甲虫はまんべん

なく採集した．調査は１９９１年４月１７日から６月

１７日までの１１回と，１９９７年４月２９日から５月２５

日までの３回をあわせ，計１４回行った．

図１ 調査地点．１，五十嵐浜；２，藤塚浜；３，寺泊郷本；
４，沢根（佐渡）．
Fig．１ Study sites:１，Ikarashi-hama;２，Fujiduka-hama;
３，Teradomari-gomoto;４，Sawane, Sado Is.

図２ 五十嵐浜の調査範囲．国土地理院発行１：２５，０００
地形図「内野」を使用した．
Fig．２ Studied area in Ikarashi-hama. Topographic map
using１：２５，０００scale,“Uchino" by Geographic Survey
of Japan.

図３ 五十嵐浜の景観．上，新川漁港方面を望む；下，
ハマヒルガオ群落（いずれも２００１年５月，作本達也撮影）．
Fig．３ Ikarashi-hama. Upper, a distant view of a fishing
port, Shinkawa-Gyoko; Lower, flower of Calystegia

soldanella. Photo by T. Sakumoto.
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St．２は新発田市（当時は紫雲寺町）の藤塚浜

で，１９９７年９月３０日と１９９９年５月９日の２回，

調査を行った．

St．３は長岡市寺泊郷本（当時は寺泊町）の浜

で，１９９７年５月１日に調査を行った．

St．４は佐渡島の佐渡市沢根（当時は真野町）の

海岸で，１９９１年６月８日に調査を行った．

標本の同定は基本的に河上が行い，一部をそれ

ぞれの分類群の専門家（謝辞に掲載）に依頼した．

結 果
出現した種名と個体数を下記の目録に，標本写

真を図４から６に示す．目録には４地点すべての

記録を掲載した．以下に五十嵐浜の結果について

詳しく述べる．

五十嵐浜からは合計１２科５９種５６４個体の甲虫

類が採集された（表１）．出現種数を科別に見ると

オサムシ科（合計１５種：以下同様）がもっとも多

く，ハネカクシ科（８種）とゴミムシダマシ科（８

種）がこれに次いだ．オサムシ科は出現種のすべ

てが，海岸以外の平野部や内陸部にも生息する広

生種であり，それぞれの種の採集個体数も少なかっ

た．ハネカクシ科，ゴミムシダマシ科ではともに

８種のうち６種が海岸に特異的に生息する海岸性種

であった．これら２科は，春に漂着する多量のダ

イコンの裏側から多く見出された．ガムシ科のコ

ケシガムシは，本州・九州・四国の海浜にひろく

生息する（佐藤，１９８５）海岸性種である．コガネ

ムシ科（３種），コメツキムシ科（４種），ゾウムシ

科（６種）からはそれぞれ一種ずつの海岸性種（ヤ

マトケシマグソコガネ，アカアシコハナコメツキ，

スナムグリヒョウタンゾウムシ）を含み，これら

の３種は，それぞれの科でもっとも個体数が多い．

特徴的な種を見ると，近縁種であるフトツヤケ

シヒゲブトハネカクシとツヤケシヒゲブトハネカ

クシが同所的に見られた．両種はツヤケシヒゲブ

トハネカクシが体に灰色毛を疎生することに対し

て，フトツヤケシヒゲブトハネカクシは体がより

膨隆し黄褐色毛を密生することで区別される（柴

田，１９８５）．また，スナムグリヒョウタンゾウムシ

が多数得られたが，近縁種のトビイロヒョウタン

ゾウムシは得られなかった．この両種は，スナム

表１ 五十嵐浜における出現種と採集個体数（※印は海岸性種を示す）
Table １．A list of Coleoptera and total number for each species col-
lected from Ikarashi-hama. ※：marine species.

出 現 種 総個体数
オサムシ科 Carabidae
ウスモンコミズギワゴミムシ Tachys fuscicauda（Bates） １
ヨツモンコミズギワゴミムシ Tachys laetifica（Bates） ２
ウスオビコミズギワゴミムシ Paratachys sericans（Bates） ３
アトモンミズギワゴミムシ Bembidion niloticum batesi Putzeys １
アシミゾナガゴミムシ Pterostichus sulcitarsis Morawitz ２
コマルガタゴミムシ Amara simplicidens Morawitz １
オオホシボシゴミムシ Anisodactylus sadoensis Schauberger ８
マルガタゴモクムシ Harpalus bungii Chaudoir １
アカアシマルガタゴモクムシ Harpalus tinctulus Bates ２
オオズヒメゴモクムシ Bradycellus grandiceps（Bates） １
キイロチビゴモクムシ Acupalpus inrnatus Bates １
オオヒラタゴミムシ Platynus magnus（Bates） ２
タンゴヒラタゴミムシ Platynus leucopus（Bates） ２
コハラアカモリヒラタゴミムシ Colpodes lampros Bates １
スジミズアトキリゴミムシ Apristus grandis Andrewes １
ガムシ科 Hydrophilidae
コケシガムシ Cercyon aptus Sharp ※ １２
エンマムシ科 Histeridae
カラカネハマベエンマムシ Hypocaccus lewisii（Schmidt） ※ ２
ニセハマベエンマムシ Hypocaccus sinae（Marseul） ２
ハマベエンマムシ Hypocaccus varians（Schmidt） ※ ５７
ツヤハマベエンマムシ Eopachylopus ripae（Lewis） ※ １４
エンマムシ Merohister jekeli（Marseul） １
ハネカクシ科 Staphylinidae
コクロメダカハネカクシ Stenus melanarius verecundus Sharp ２５
（和名なし）Medon rubeculus Sharp ２
ヒメホソコガシラハネカクシ Philonthus wuesthoffi Bernhauer １
ツヤウミベハネカクシ Philonthus nudus Sharp ※ １１
ツヤケシヒゲブトハネカクシ Aleochara fucicola Sharp ※ ２
フトツヤケシヒゲブトハネカクシ Aleochara squalithorax Sharp※ ６４
ホソセスジヒゲブトハネカクシ Aleochara trisulcata Weise ※ ２４
ウシオヒメハネカクシ Adota ushio（Sawada） ※ ３２
コガネムシ科 Scarabaeidae
セマダラマグソコガネ Aphodius nigrotessellatus Motschulsky １
ヤマトケシマグソコガネ Psammodius japonicus Harold ※ １６
チビサクラコガネ Anomala schoenfeldti Ohaus １
コメツキムシ科 Elateridae
ホソサビキコリ Agrypnus fuliginosus（Candeze） １
ニセクチブトコメツキ Lanecarus palustris（Lewis） １
コハナコメツキ Paracardiophorus pullatus（Candeze） １
アカアシコハナコメツキ Paracardiophorus sequens（Candeze）※ ６
テントウムシ科 Coccinellidae
カメノコテントウ Aiolocaria hexaspilota（Hope） ２
ゴミムシダマシ科 Tenebrionidae
ハマヒョウタンゴミムシダマシ Idisia ornata Pascoe ※ ６３
オオスナゴミムシダマシ Gonocephalum pubens Marseul ※ １
カクスナゴミムシダマシ Gonocephalum recticolle Motschulsky １
マルチビゴミムシダマシ Caedius marinus Marseul ※ ３９
ヒメホソハマベゴミムシダマシ Micropedinus pallidipennis Lewis※ ６６
ホソハマベゴミムシダマシ Micropedinus algae Lewis ※ １
クロズハマベゴミムシダマシ Epiphaleria atriceps Lewis ※ ２６
コクヌストモドキ Tribolium castaneum（Herbst） １
アリモドキ科 Anthicidae
ヨツボシホソアリモキ Pseudoleptaleus valgipes Marseul １
クロホソアリモドキ Anthicus baicalicus Mulsant ※ １
ハムシ科 Chrysomelidae
ダイコンハムシ Phaedon brassicae Baly ２
ミソハギハムシ Pyrrhalta calmariensis（Linnaeus） １
カミナリハムシ属の一種 Altica sp. ２
ヒサゴトビハムシ Chaetocnema ingenua（Baly） １
ゾウムシ科 Curculionidae
スナムグリヒョウタンゾウムシ Scepticus tigrinus（Roelofs）※ ４５
イネゾウムシ Echinocnemus squameus（Billberg） １
クロイネゾウモドキ Notaris oryzae（Ishida） １
ヤドリノミゾウムシ Orchestes hustachei（Klima） １
ワモントゲトゲゾウムシ Colobodes ornatus Roelofs １
ヒサゴクチカクシゾウムシ Simulatacalles simulator（Roelofs） １
キクイムシ科 Scolytidae
キクイムシ科の一種 Scolytidae sp. １

合 計 ５６４
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グリヒョウタンゾウムシが複眼の突出が弱く，前

脛節端が前方に強く張り出すことに対し，トビイ

ロヒョウタンゾウムシの複眼は半球状に強く突出

し，前脛節端が張り出さないことで区別される（森

本，１９８５）．

確認された種の目録
本目録は以下の要領にて作成した．

種名：和名，学名の順に記述し，和名のない種は

（和名なし）とした．

地名：図１に示した調査地点番号と調査地点名を

記述した．

日付：採集日を日，月，年の順に記述した．

頭数：採集された頭数を記述した．

採集者はすべて林 成多．学名ならびに科，種

の配列は原則として「原色日本甲虫図鑑 II，III，

IV」（保育社）に従い，一部は同定者の教示により

最新のものを用いた．和名のあとの※印は海岸性

種であることをを示す．

オサムシ科 Carabidae

１．ウスモンコミズギワゴミムシ Tachys fuscicauda（Bates）

St．１（五十嵐浜）２３．iv．１９９１ １ex.

２．ヨツモンコミズギワゴミムシ Tachys laetifica（Bates）

St．１（五十嵐浜）２３．iv．１９９１ １ex.

９．v．１９９７ １ex.

３．ウスオビコミズギワゴミムシ Paratachys sericans（Bates）

St．１（五十嵐浜）９．v．１９９７ ３exs.

St．２（藤塚浜） ９．v．１９９９ １ex.

St．４（佐渡） ８．vi．１９９１ １ex.

４．アトモンミズギワゴミムシ

Bembidion niloticum batesi Putzeys

St．１（五十嵐浜）２３．iv．１９９１ １ex.

５．アシミゾナガゴミムシ Pterostichus sulcitarsis Morawitz

St．１（五十嵐浜）２４．iv．１９９１ １ex.

１８．v．１９９１ １ex.

６．コホソナガゴミムシ Pterostichus longinquus Bates

St．２（藤塚浜） ３０．ix．１９９７ １ex.

７．ニッコウヒメナガゴミムシ Pterostichus polygenus Bates

St．３（寺泊町） １．v．１９９７ １ex.

８．マルガタゴミムシ Amara chalcites Dejean

St．２（藤塚浜） ３０．ix．１９９７ ３exs.

９．コマルガタゴミムシ Amara simplicidens Morawitz

St．１（五十嵐浜）９．v．１９９７ １ex.

St．２（藤塚浜） ３０．ix．１９９７ １ex.

１０．オオホシボシゴミムシ

Anisodactylus sadoensis Schauberger

St．１（五十嵐浜）９．v．１９９７ ８exs.

１１．マルガタゴモクムシ Harpalus bungii Chaudoir

St．１（五十嵐浜）２０．iv．１９９１ １ex.

１２．アカアシマルガタゴモクムシ Harpalus tinctulus Bates

St．１（五十嵐浜）７．v．１９９１ １ex.

２９．iv．１９９７ １ex.

１３．オオズヒメゴモクムシ Bradycellus grandiceps（Bates）

St．１（五十嵐浜）９．v．１９９７ １ex.

１４．キイロチビゴモクムシ Acupalpus inrnatus Bates

St．１（五十嵐浜）９．v．１９９７ １ex.

１５．オオヒラタゴミムシ Platynus magnus（Bates）

St．１（五十嵐浜）９．v．１９９７ ２exs.

１６．タンゴヒラタゴミムシ Platynus leucopus（Bates）

St．１（五十嵐浜）２３．iv．１９９１ １ex.

２４．iv．１９９１ １ex.

１７．コハラアカモリヒラタゴミムシ Colpodes lampros Bates

St．１（五十嵐浜）９．v．１９９７ １ex.

１８．スジミズアトキリゴミムシ Apristus grandis Andrewes

St．１（五十嵐浜）２４．iv．１９９１ １ex.

１９．チャバネクビナガゴミムシ Odacantha aegrota（Bates）

St．２（藤塚浜） ３０．ix．１９９７ １ex.

ガムシ科 Hydrophilidae

２０．コケシガムシ※ Cercyon aptus Sharp

St．１（五十嵐浜）１７．iv．１９９１ ４exs.

２９．v．１９９１ １ex.

２５．v．１９９７ ７exs.

St．３（寺泊町） １．v．１９９７ ７exs.

２１．フチトリケシガムシ※ Cercyon dux Sharp

St．３（寺泊町） １．v．１９９７ １ex.

エンマムシ科 Histeridae

２２．カラカネハマベエンマムシ※

Hypocaccus lewisii（Schmidt）

St．１（五十嵐浜）２９．v．１９９１ ２exs.

St．２（藤塚浜） ９．v．１９９９ １ex.

Fig．４ Coleptera collected from beachs in Niigata Pref., Part １: A, Tachys laetifica; B, Paratachys sericans; C, Bembidion niloti-
cum batesi; D, Paratachys sericans ; E, Pterostichus longinquus ; F, Pterostichus sulcitarsis ; G, Platynus leucopus ; H, Platynus magnus ; I, Col-
podes lampros; J, Amara chalcites ; K, Amara simplicidens ; L, Anisodactylus sadoensis ; M, Bradycellus grandiceps ; N, Harpalus tinctulus; O,
Acupalpus inrnatus; P, Apristus grandis . Scale bar ＝５．０mm for all scpecies.

河上 康子・林 成多
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図４ 新潟の海浜で採集した甲虫類（１）
A，ヨツモンコミズギワゴミムシ；B，ウスモンコミズギワゴミムシ；C，アトモンミズギワゴミムシ；D，ウスオビコ
ミズギワゴミムシ；E，コホソナガゴミムシ；F，アシミゾナガゴミムシ；G，タンゴヒラタゴミムシ；H，オオヒラタ
ゴミムシ；I，コハラアカモリヒラタゴミムシ；J，マルガタゴミムシ；K，コマルガタゴミムシ；L，オオホシボシゴ
ミムシ；M，オオズヒメゴモクムシ；N，アカアシマルガタゴモクムシ；O，キイロチビゴモクムシ；P，スジミズア
トキリゴミムシ．スケールは共通．

日本海沿岸の海岸性甲虫類の研究（１）新潟市五十嵐浜
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２３．ニセハマベエンマムシ Hypocaccus sinae（Marseul）

St．１（五十嵐浜）１８．v．１９９１ １ex.

１７．vi．１９９１ １ex.

２４．ハマベエンマムシ※ Hypocaccus varians（Schmidt）

St．１（五十嵐浜）２３．iv．１９９１ １ex.

２４．iv．１９９１ ４exs.

６．v．１９９１ １３exs.

７．v．１９９１ １４exs.

１２．v．１９９１ ８exs.

１８．v．１９９１ １ex.

２９．v．１９９１ １１exs.

２９．iv．１９９７ ３exs.

２５．v．１９９７ ２exs.

St．２（藤塚浜） ９．v．１９９９ ３exs.

２５．ツヤハマベエンマムシ※ Eopachylopus ripae（Lewis）

St．１（五十嵐浜）６．v．１９９１ ４exs.

７．v．１９９１ ２exs.

１２．v．１９９１ ５exs.

１８．v．１９９１ １ex.

２９．v．１９９１ １ex.

２５．v．１９９７ １ex.

St．２（藤塚浜） ３０．ix．１９９７ １ex.

２６．エンマムシ Merohister jekeli（Marseul）

St．１（五十嵐浜）１８．v．１９９１ １ex.

ハネカクシ科 Staphylinidae

２７． ヨツメハネカクシ属の一種 Lesteva sp.

St．２（藤塚浜） ９．v．１９９９ １ex.

２８．コクロメダカハネカクシ

Stenus melanarius verecundus Sharp

St．１（五十嵐浜）１７．iv．１９９１ １９exs.

２０．iv．１９９１ １ex.

２９．iv．１９９７ ５exs.

２９．（和名なし） Medon rubeculus Sharp

St．１（五十嵐浜）１７．vi．１９９１ １ex.

２５．v．１９９７ １ex.

３０．ヒメホソコガシラハネカクシ

Philonthus wuesthoffi Bernhauer

St．１（五十嵐浜）１７．vi．１９９１ １ex.

３１．ツヤウミベハネカクシ※ Philonthus nudus Sharp

St．１（五十嵐浜）２９．v．１９９１ ８exs.

２９．iv．１９９７ １ex.

２５．v．１９９７ ２exs.

St．４（佐渡） ８．vi．１９９１ １０exs.

３２．アバタウミベハネカクシ※ Cafius vestitus（Sharp）

St．３（寺泊町） １．v．１９９７ ３exs.

St．４（佐渡） ８．vi．１９９１ ２exs.

３３．アカウミベハネカクシ※ Cafius rufescens（Sharp）

St．２（藤塚浜） ９．v．１９９９ １ex.

３４．ウミベアカバハネカクシ※ Phucobius simulator Sharp

St．２（藤塚浜） ３０．ix．１９９７ ２exs.

St．３（寺泊町） １．v．１９９７ ３exs.

St．４（佐渡） ８．vi．１９９１ １４exs.

３５．ツヤケシヒゲブトハネカクシ※ Aleochara fucicola Sharp

St．１（五十嵐浜）６．v．１９９１ １ex.

２９．iv．１９９７ １ex.

３６．フトツヤケシヒゲブトハネカクシ※

Aleochara squalithorax Sharp

St．１（五十嵐浜）１７．iv．１９９１ ９exs.

２３．iv．１９９１ １０exs.

２４．iv．１９９１ ４exs.

６．v．１９９１ ２exs.

７．v．１９９１ ４exs.

１２．v．１９９１ １ex.

２９．v．１９９１ ２０exs.

１７．vi．１９９１ １ex.

２９．iv．１９９７ １１exs.

２５．v．１９９７ ２exs.

３７．ホソセスジヒゲブトハネカクシ※

Aleochara trisulcata Weise

St．１（五十嵐浜）１７．iv．１９９１ １ex.

２３．iv．１９９１ ４exs.

２４．iv．１９９１ ２exs.

６．v．１９９１ ４exs.

７．v．１９９１ ２exs.

２９．v．１９９１ ９exs.

２５．v．１９９７ ２exs.

３８．ウシオヒメハネカクシ※ Adota ushio（Sawada）

St．１（五十嵐浜）２３．iv．１９９１ ３exs.

２４．iv．１９９１ ２exs.

６．v．１９９１ ２exs.

７．v．１９９１ ２exs.

１２．v．１９９１ ２０exs.

２９．v．１９９１ ２exs.

２５．v．１９９７ １ex.

Fig．５ Coleptera collected from beachs in Niigata Pref., Part ２: A, Cercyon aptus＊; B, Cercyon dux＊; C, Hypocaccus sinae; D,
Hypocaccus varians＊; E, Hypocaccus lewisii＊; F, Eopachylopus ripae＊; G, Merohister jekeli; H, Stenus melanarius verecundus ; I, Philonthus
wuesthoffi; J, Medon rubeculus ; K, Philonthus nudus＊; L, Cafius vestitus＊; M, Phucobius simulator＊; N, Cafius rufescens＊; O, Aleochara fu-
cicola＊; P, Aleochara squalithorax＊; Q, Aleochara trisulcata＊; R, Adota ushio＊. ＊, marine species. Scale bar ＝５．０mm for all scpecies.

河上 康子・林 成多
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図５ 新潟の海浜で採集した甲虫類（２）
A，コケシガムシ＊；B，フチトリケシガムシ＊；C，ニセハマベエンマムシ；D，ハマベエンマムシ＊；E，カラカネハマ
ベエンマムシ＊；F，ツヤハマベエンマムシ＊；G，エンマムシ；H，コクロメダカハネカクシ；I，ヒメホソコガシラハ
ネカクシ；J, Medon rubeculus；K，ツヤウミベハネカクシ＊；L，アバタウミベハネカクシ＊；M，ウミベアカバハネカ
クシ＊；N，アカウミベハネカクシ＊；O，ツヤケシヒゲブトハネカクシ＊；P，フトツヤケシヒゲブトハネカクシ＊；Q，
ホソセスジヒゲブトハネカクシ＊；R，ウシオヒメハネカクシ＊．スケールは共通．＊印は海岸性種を示す．
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コガネムシ科 Scarabaeidae

３９．セマダラマグソコガネ

Aphodius nigrotessellatus Motschulsky

St．１（五十嵐浜）１７．iv．１９９７ １ex.

４０．ヤマトケシマグソコガネ※ Psammodius japonicusHarold

St．１（五十嵐浜）１７．iv．１９９１ ３exs.

２３．iv．１９９１ １ex.

７．v．１９９１ １ex.

１２．v．１９９１ ４exs.

２９．iv．１９９７ ２exs.

２５．v．１９９７ ５exs.

St．２（藤塚浜） ３０．ix．１９９７ １７exs.

４１． チビサクラコガネ Anomala schoenfeldti Ohaus

St．１（五十嵐浜）１７．vi．１９９１ １ex.

マルトゲムシ科 Byrrhidae

４２．マルトゲムシ科の一種 Byrrhidae sp.

St．２（藤塚浜） ３０．ix．１９９７ １ex.

コメツキムシ科 Elateridae

４３．ホソサビキコリ Agrypnus fuliginosus（Candeze）

St．１（五十嵐浜）１８．v．１９９１ １ex.

４４．ニセクチブトコメツキ Lanecarus palustris（Lewis）

St．１（五十嵐浜）９．v．１９９７ １ex.

４５．コハナコメツキ Paracardiophorus pullatus（Candeze）

St．１（五十嵐浜）２３．iv．１９９１ １ex.

４６．アカアシコハナコメツキ※

Paracardiophorus sequens（Candeze）

St．１（五十嵐浜）７．v．１９９１ １ex.

１２．v．１９９１ １ex.

１８．v．１９９１ １ex.

２９．v．１９９１ １ex.

１７．vi．１９９１ ２exs.

テントウムシ科 Coccinellidae

４７．カメノコテントウ Aiolocaria hexaspilota（Hope）

St．１（五十嵐浜）１７．iv．１９９７ ２exs.

ゴミムシダマシ科 Tenebrionidae

４８．ハマヒョウタンゴミムシダマシ※ Idisia ornata Pascoe

St．１（五十嵐浜）２０．iv．１９９１ ５exs.

２３．iv．１９９１ １３exs.

２４．iv．１９９１ １６exs.

７．v．１９９１ ３exs.

１２．v．１９９１ ９exs.

１８．v．１９９１ １２exs.

１７．vi．１９９１ ４exs.

２５．v．１９９７ １ex.

４９．オオスナゴミムシダマシ※

Gonocephalum pubens Marseul

St．１（五十嵐浜）２３．iv．１９９１ １ex.

５０．カクスナゴミムシダマシ

Gonocephalum recticolle Motschulsky

St．１（五十嵐浜）１２．v．１９９１ １ex.

５１．マルチビゴミムシダマシ※ Caedius marinus Marseul

St．１（五十嵐浜）１２．v．１９９１ ２９exs.

１８．v．１９９１ ３exs.

２９．v．１９９１ ２exs.

１７．vi．１９９１ ５exs.

５２．ヒメホソハマベゴミムシダマシ※

Micropedinus pallidipennis Lewis

St．１（五十嵐浜）１７．iv．１９９１ ７exs.

２３．iv．１９９１ ３exs.

２４．iv．１９９１ １５exs.

６．v．１９９１ １２exs.

７．v．１９９１ １０exs.

１２．v．１９９１ ４exs.

２９．v．１９９１ ７exs.

１７．vi．１９９１ ２exs.

２５．v．１９９７ ６exs.

St．２（藤塚浜） ３０．ix．１９９７ １ex.

９．v．１９９９ １ex.

５３．ホソハマベゴミムシダマシ※ Micropedinus algae Lewis

St．１（五十嵐浜）２４．iv．１９９１ １ex.

St．２（藤塚浜） ３０．ix．１９９７ ４exs.

５４．クロズハマベゴミムシダマシ※

Epiphaleria atriceps Lewis

St．１（五十嵐浜）２９．v．１９９１ ２０exs.

１７．vi．１９９１ １ex.

２５．v．１９９７ ５exs.

５５．コクヌストモドキ Tribolium castaneum（Herbst）

St．１（五十嵐浜）１７．vi．１９９１ １ex.

アリモドキ科 Anthicidae

５６．ヨツボシホソアリモドキ

Pseudoleptaleus valgipes Marseul

Fig．６ Coleptera collected from beachs in Niigata Pref., Part３: A, Aphodius nigrotessellatus ; B, Psammodius japonicus＊; C,
Paracardiophorus sequens＊; D, Lanecarus palustris ; E, Paracardiophorus pullatus; F, Agrypnus fuliginosus; G, Idisia ornata＊; H, Gonocepha-
lum recticolle＊; I,Caedius marinus＊; J,Micropedinus pallidipennis＊; K,Micropedinus algae＊; L,Epiphaleria atriceps＊; M,Tribolium castaneum;
N, Pseudoleptaleus valgipes; O, Anthicus baicalicus ; P, Simulatacalles simulator ; Q, Rhynchaenus hustachei; R, Notaris oryzae; S, Scepticus
tigrinus＊; T, Colobodes ornatus ; U, Echinocnemus squameus .＊, marine species. Scale bar ＝５．０mm for all species.

河上 康子・林 成多
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図６ 新潟の海浜で採集した甲虫類（３）
A，セマダラマグソコガネ；B，ヤマトケシマグソコガネ＊；C，アカアシコハナコメツキ＊；D，ニセクチブトコメツキ；
E，コハナコメツキ；F，ホソサビキコリ；G，ハマヒョウタンゴミムシダマシ＊；H，カクスナゴミムシダマシ＊；I，
マルチビゴミムシダマシ＊；J，ヒメホソハマベゴミムシダマシ＊；K，ホソハマベゴミムシダマシ＊；L，クロズハマベ
ゴミムシダマシ＊；M，コクヌストモドキ；N，ヨツボシアリモドキ；O，クロホソアリモドキ；P，ヒサゴクチカクシ
ゾウムシ；Q，ヤドリノミゾウムシ；R，クロイネゾウモドキ；S，スナムグリヒョウタンゾウムシ＊；T，ワモントゲ
トゲゾウムシ；U，イネゾウムシ．スケールは共通．＊印は海岸性種を示す．

日本海沿岸の海岸性甲虫類の研究（１）新潟市五十嵐浜
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St．１（五十嵐浜）９．v．１９９７ １ex.

St．２（藤塚浜） ３０．ix．１９９７ １ex.

５７．クロホソアリモドキ Anthicus baicalicus Mulsant

St．１（五十嵐浜）６．v．１９９１ １ex.

ハムシ科 Chrysomelidae

５８．ダイコンハムシ Phaedon brassicae Baly

St．１（五十嵐浜）２９．iv．１９９７ １ex.

９．v．１９９７ １ex.

５９．ミソハギハムシ Pyrrhalta calmariensis（Linnaeus）

St．１（五十嵐浜）１７．iv．１９９７ １ex.

６０．カミナリハムシ属の一種 Altica sp.

St．１（五十嵐浜）９．v．１９９７ ２exs.

６１．ヒサゴトビハムシ Chaetocnema ingenua（Baly）

St．１（五十嵐浜）１７．vi．１９９１ １ex.

ゾウムシ科 Curculionidae

６２．スナムグリヒョウタンゾウムシ※

Scepticus tigrinus（Roelofs）

St．１（五十嵐浜）２４．iv．１９９１ ３exs.

７．v．１９９１ １８exs.

１２．v．１９９１ ６exs.

１８．v．１９９１ ７exs.

２９．v．１９９１ ５exs.

１７．vi．１９９１ ６exs.

６３．イネゾウムシ Echinocnemus squameus（Billberg）

St．１（五十嵐浜）１２．v．１９９１ １ex.

６４．クロイネゾウモドキ Notaris oryzae（Ishida）

St．１（五十嵐浜）２５．v．１９９７ １ex.

６５．ヤドリノミゾウムシ Orchestes hustachei（Klima）

St．１（五十嵐浜）１７．iv．１９９１ １ex.

６６．ワモントゲトゲゾウムシ Colobodes ornatus Roelofs

St．１（五十嵐浜）１８．v．１９９１ １ex.

６７．ヒサゴクチカクシゾウムシ

Simulatacalles simulator（Roelofs）

St．１（五十嵐浜）１８．v．１９９１ １ex.

キクイムシ科 Scolytidae

６８．キクイムシ科の一種 Scolytidae sp.

St．１（五十嵐浜）２４．iv．１９９１ １ex.

考 察
五十嵐浜において確認された種の分布域につい

てみると，本州中部から北方にひろく分布するカ

ラカネハマベエンマムシとフトツヤケシヒゲブト

ハネカクシが出現している．特にフトツヤケシヒ

ゲブトハネカクシの総個体数（６４個体）は，より

南方に広く分布するツヤケシヒゲブトハネカクシ

（２個体）よりも多かった．またスナムグリヒョウ

タンゾウムシは日本海側に特異的に分布する種で

（森本，１９８５），太平洋側には近縁のトビイロヒョ

ウタンゾウムシが分布しているが，五十嵐浜から

はスナムグリヒョウタンゾウムシのみが得られた．

今回出現した上記の３種は海岸性種で，関西内湾

部沿岸の調査（河上ほか，２００４）ではいずれの種

も記録されておらず，本州中部の日本海側に位置

する五十嵐浜の特徴を示している種と考えられる．

オサムシ科の種数がもっとも多く，これは関西

の海浜と同様の結果（河上ほか，２００４）であった．

本科は，平野部や山地でも種の多様性が高く

（林，１９８６），その傾向は海浜においても同様であ

ることがわかった．

海岸性種の種数について検討すると，全出現種

数に対する海岸性種の割合は３０．５％となり，関西

内湾部の平均の割合（１５．１％）よりも高く特にハ

ネカクシ科（６２．５％）とゴミムシダマシ科

（７５．０％）で海岸性種の占める割合が高かった（表

１）．関西での６７地点の調査結果の解析によると，

自然度のより高い海浜（海浜植生が豊かで海浜の

後背にも植生が連続している場所）では，この２

科の海岸性種の割合が高くなり，特にゴミムシダ

マシ科は海岸性種の種数も増加する傾向がある（河

上ほか，２００４）．このことから，五十嵐浜は，関西

内湾部に比較して，より自然度が高いとみられる．

海岸性種の個体数について検討すると，総出現

個体数に対する海岸性種の総個体数の割合は８５．３％

を占め，種数の割合よりもさらに高い値を示す．

個体数の大部分を海岸性種が占めていることから，

調査時の五十嵐浜は海岸性甲虫類の生息に適した

環境であったと考えられる．

また主として海浜の漂着物（打ち上げごみ）に

生息場所を依存している，オサムシ科，ガムシ科，

エンマムシ科，ハネカクシ科が合計２９種出現した

ことに対し，おもに海浜植生やその根際に生息場

所を依存している，コガネムシ科，コメツキムシ

科，テントウムシ科，スナゴミムシダマシ属，ハ

ムシ科，ゾウムシ科が合計２１種とおおむね同程度

に出現している．このことは，五十嵐浜が海浜に

生息する広生種を含めた甲虫類にとって，多様な

生息環境を備えていたことを示している．

河上 康子・林 成多
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